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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月6日(2017.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼炎症性疾患を治療するための医薬組成物であって、式Ｉによって表される化合物又は
その製薬的に許容される塩：

　　　　　　式Ｉ
　上式において、
　Ｒ1は、ｓｅｃ－ブチル、Ｃ6-10アリール、－ＣＨ2－（Ｃ6-10）アリール、－ＣＨ2－
複素環、Ｃ4-8シクロアルキルまたはＣ3-8シクロアルケニルまたは複素環であり；
　Ｒ2は、ハロゲンまたはメチルであり；
　Ｒ3は、ハロゲンであり；
　Ｒ4は、Ｈ、メチルまたはハロゲンであり；
　Ｒ5は、ＯＲ6またはＮＨ2であり；および、
　Ｒ6は、ＨまたはＣ2-4アルキルである、
　或いは、下記からなる群から選択される化合物又はその製薬的に許容される塩：



(3) JP 2016-512193 A5 2017.4.13

を含む、前記医薬組成物。
【請求項２】
　式Ｉの化合物は：

から選択される、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記化合物は、下記化合物である、請求項１記載の医薬組成物。
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【請求項４】
　式ＩＩによって表される化合物又はその製薬的に許容される塩を含む、眼炎症性疾患を
治療するための医薬組成物：

　　　　　　　　　　式ＩＩ
　上式において、
　ａは１であり、ｂは０であり；又は
　ａは０であり、ｂは１であり；又は
　ａは１であり、ｂは１であり；
　Ｒ1は、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、置換されていてもよいＣ3-8シクロアル
キル、置換されていてもよい複素環、置換されていてもよいＣ3-8シクロアルキル、置換
されていてもよいＣ6-10アリール、置換されていてもよいＣ3-8シクロアルケニル、－Ｎ
Ｒ11Ｒ12または－ＯＲ13であり；
　Ｒ2は、置換されていてもよいＣ1-8アルキルまたは置換されていてもよいＣ6-10アリー
ルであり；
　Ｒ3は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ハロゲン、－ＣＯＯＲ15、－ＯＲ
13、－ＮＲ11Ｒ12、ＮＯ2、置換されていてもよい複素環、置換されていてもよいＣ3-8シ
クロアルキル、置換されていてもよいＣ6-10アリールまたは置換されていてもよいＣ3-8

シクロアルケニルであり；
　Ｒ4は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ハロゲン、－ＣＯＯＲ15、－ＯＲ
13、－ＮＲ11Ｒ12、ＮＯ2、置換されていてもよい複素環、置換されていてもよいＣ3-8シ
クロアルキル、置換されていてもよいＣ6-10アリールまたは置換されていてもよいＣ3-8

シクロアルケニルであり；
　Ｒ5は、ハロゲン、－ＣＦ3または－Ｓ（Ｏ）nＲ

14であり；
　ｎは、０、１または２であり；
　Ｒ6は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ハロゲン、－ＣＯＯＲ15、－ＯＲ
13、－ＮＲ11Ｒ12、ＮＯ2、置換されていてもよい複素環、置換されていてもよいＣ3-8シ
クロアルキル、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ3-

8シクロアルケニルであり；
　Ｒ7は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ハロゲン、－ＣＯＯＲ15、－ＯＲ
13、－ＮＲ11Ｒ12、ＮＯ2、置換されていてもよい複素環、置換されていてもよいＣ3-8シ
クロアルキル、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ3-

8シクロアルケニルであり；
　Ｒ8は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキルまたは置換されていてもよいＣ6-10

アリールであり；
　Ｒ9は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキルまたは置換されていてもよいＣ6-10

アリールであり；
　Ｒ10は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキルまたは置換されていてもよいＣ6-1
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0アリールであり；
　Ｒ9aは、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキルまたは置換されていてもよいＣ6-1

0アリールであり；
　Ｒ10aは、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキルまたは置換されていてもよいＣ6-

10アリールであり；
　Ｒ11は、水素または置換されていてもよいＣ1-8アルキルであり；
　Ｒ12は、水素または置換されていてもよいＣ1-8アルキルであり；
　Ｒ13は、水素または置換されていてもよいＣ1-8アルキルであり；
　Ｒ14は、水素、ＣＦ3または置換されていてもよいＣ1-8アルキルであり；および、
　Ｒ15は、水素または置換されていてもよいＣ1-8アルキルである。
【請求項５】
　前記化合物は：
｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝ペンタノイル］
アミノ｝酢酸；
｛［（２Ｓ，３Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－３－メ
チルペンタノイル］アミノ｝酢酸；
（２Ｓ，３Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ
｝－３－メチルペンタン酸；
２－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチ
ルペンタノイル］アミノ｝－２－メチルプロパン酸；
｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝
－４－メチルペンタノイル］アミノ｝酢酸；
｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチルペ
ンタノイル］アミノ｝酢酸；
２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－（２－オキソアゼパン－
３－イル）－３－フェニルプロパンアミド；
｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－３－フェニル
プロパノイル］アミノ｝酢酸；
３－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－３－フェ
ニルプロパノイル］アミノ｝プロパン酸；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－（２－ヒドロ
キシエチル）－３－フェニルプロパンアミド；
｛［（２Ｓ，３Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］ア
ミノ｝－３－メチルペンタノイル］アミノ｝酢酸；
（２Ｓ，３Ｓ）－Ｎ－（２－アミノ－２－オキソエチル）－２－｛［（４－ブロモフェニ
ル）カルバモイル］アミノ｝－３－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ，３Ｓ）－Ｎ－（２－アミノ－２－オキソエチル）－２－｛［（４－ブロモ－２－
フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－３－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ，３Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－３－メチル
－Ｎ－（２－オキソプロピル）ペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ
－（２－オキソプロピル）－３－フェニルプロパンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ
－（２－ヒドロキシエチル）－３－フェニルプロパンアミド；
メチル｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝ペンタノ
イル］アミノ｝アセタート；
プロパン－２－イル｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミ
ノ｝ペンタノイル］アミノ｝アセタート；
｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝
ペンタノイル］アミノ｝酢酸；
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（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－（２－ヒドロ
キシエチル）－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－Ｎ－（２－アミノ－２－オキソエチル）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カ
ルバモイル］アミノ｝－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチル－Ｎ－
（２－オキソプロピル）ペンタンアミド；
（２Ｓ）－Ｎ－（２－アミノ－２－オキソエチル）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カ
ルバモイル］アミノ｝ペンタンアミド；
（２Ｓ）－Ｎ－（２－アミノ－２－オキソエチル）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオ
ロフェニル）カルバモイル］アミノ｝ペンタンアミド；
（２Ｓ）－Ｎ－（２－アミノ－２－オキソエチル）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオ
ロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４
－メチル－Ｎ－（２－オキソプロピル）ペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモ
イル］アミノ｝－４－メチルペンタノイル］アミノ｝プロパン酸；
（２Ｓ）－２－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝
－４－メチルペンタノイル］アミノ｝プロパン酸；
（２Ｓ）－２－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝
－４－メチルペンタノイル］アミノ｝－３－メチルブタン酸；
（２Ｓ）－Ｎ－［（２Ｓ）－１－アミノ－３－メチル－１－オキソブタン－２－イル］－
２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－（２－ヒドロ
キシ－２－メチルプロピル）－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－（１，３－ジ
ヒドロキシプロパン－２－イル）－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－（２，３－ジ
ヒドロキシプロピル）－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－［（２Ｒ）－
１－ヒドロキシプロパン－２－イル］－４－メチルペンタンアミド；
ｔｅｒｔ－ブチル（２Ｓ）－２－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバ
モイル］アミノ｝－４－メチルペンタノイル］アミノ｝ペンタノアート；
（２Ｓ）－２－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝
－４－メチルペンタノイル］アミノ｝ペンタン酸；
（２Ｓ）－Ｎ－［（２Ｓ）－１－アミノ－１－オキソペンタン－２－イル］－２－｛［（
４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４
－メチルペンタノイル］アミノ｝（フェニル）エタン酸；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチル－Ｎ－
（１Ｈ－テトラゾール－５－イルメチル）ペンタンアミド；
［（２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，４－ジメチルペンタ
ノイル）アミノ］酢酸；
［（２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２－エチルブタノイル）
アミノ］酢酸；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－［（３－ヒド
ロキシ－１，２－オキサゾール－５－イル）メチル］－４－メチルペンタンアミド；
（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－Ｎ－［２－（ジメ
チルアミノ）－２－オキソエチル］－４－メチルペンタンアミド；
｛［（２Ｓ）－４－メチル－２－（｛［４－（トリフルオロメチル）フェニル］カルバモ
イル｝アミノ）ペンタノイル］アミノ｝酢酸；
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｛［（２Ｓ）－４－メチル－２－（｛［４－（メチルスルファニル）フェニル］カルバモ
イル｝アミノ）ペンタノイル］アミノ｝酢酸；
（２Ｓ）－４－メチル－Ｎ－（１Ｈ－テトラゾール－５－イルメチル）－２－（｛［４－
（トリフルオロメチル）フェニル］カルバモイル｝アミノ）ペンタンアミド；
２－メチル－２－｛［（２Ｓ）－４－メチル－２－（｛［４－（トリフルオロメチル）フ
ェニル］カルバモイル｝アミノ）ペンタノイル］アミノ｝プロパン酸；
｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－（メチル
スルファニル）ブタノイル］アミノ｝酢酸；
｛［２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－３－（１Ｈ－インドール
－３－イル）プロパノイル］アミノ｝酢酸；
ｔｅｒｔ－ブチル｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ
｝－４－メチルペンタノイル］（メチル）アミノ｝アセタート；および
｛［（２Ｓ）－２－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－メチルペ
ンタノイル］（メチル）アミノ｝酢酸から選択される、請求項４記載の医薬組成物。
【請求項６】
　式ＩＩＩによって表される化合物又はその製薬的に許容される塩を含む、眼炎症性疾患
を治療するための医薬組成物：

　　　　　　　　式ＩＩＩ
　Ｒ1は、ハロゲン、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ＯＲ9、Ｃ（Ｏ）Ｒ10

、ＮＯ2、ＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＳＲ15またはＳＯ2Ｒ
16であり；

　Ｒ2は、ハロゲン、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ＣＦ3、ＯＲ9、Ｃ（Ｏ）Ｒ10

、ＮＯ2、ＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＳＲ15またはＳＯ2Ｒ
16であり；

　Ｒ3は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、置換されていてもよいＣ3-8シク
ロアルキル、置換されていてもよいＣ3-8シクロアルケニル、置換されていてもよいＣ6-1

0アリール、置換されていてもよい複素環、あるいはＲ5と共に置換されていてもよい１０
または１１員の多環式環を形成し；
　Ｒ4は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、
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置換されていてもよいＣ3-8シクロアルキル、置換されていてもよいＣ3-8シクロアルケニ
ル、置換されていてもよいＣ6-10アリール、置換されていてもよい複素環、あるいはＲ5

と共にスピロ単環または多環で、炭素環または複素環の、飽和または不飽和の置換されて
いてもよい５～１０員環を形成し；
　Ｒ5は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、置換されていてもよいＣ3-8シク
ロアルキル、置換されていてもよいＣ3-8シクロアルケニル、置換されていてもよいＣ6-1

0アリール、置換されていてもよい複素環、あるいはＲ4と共にスピロ単環または多環で、
炭素環または複素環の、飽和または不飽和の置換されていてもよい５～１０員環を形成し
、あるいはＲ3と共に置換されていてもよい５～６員環を形成し；
　Ｒ6は、ハロゲン、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ＯＲ9、Ｃ（Ｏ）Ｒ10
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、ＮＯ2、ＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＳＲ15またはＳＯ2Ｒ
16であり；

　Ｒ7は、ハロゲン、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ＯＲ9、Ｃ（Ｏ）Ｒ10

、ＮＯ2、ＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＳＲ15またはＳＯ2Ｒ
16であり；

　Ｒ8は、ハロゲン、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、ＯＲ9、Ｃ（Ｏ）Ｒ10

、ＮＯ2、ＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＳＲ15またはＳＯ2Ｒ
16であり；

　Ｒ9は、水素、Ｃ（Ｏ）（Ｃ1-8アルキル）または置換されていてもよいＣ1-8アルキル
であり；
　Ｒ10は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、Ｏ（Ｃ1-8アルキル）、ＮＲ11Ｒ
12またはＯＨであり；
　Ｒ11は、水素、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ

1-8アルキルであり；
　Ｒ12は、水素、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ

1-8アルキルであり；
　Ｒ13は、水素、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ

1-8アルキルであり；
　Ｒ14は、水素、置換されていてもよいＣ6-10アリール、置換されていてもよいＣ1-8ア
ルキル、Ｃ（Ｏ）（Ｃ1-8アルキル）、またはＳＯ2（Ｃ1-8アルキル）であり；
　Ｒ15は、水素、置換されていてもよいＣ1-8アルキル、またはＯ（Ｃ1-8アルキル）であ
り；
　Ｒ16は、ＯＨ、Ｏ（Ｃ1-8アルキル）、（Ｃ1-8アルキル）またはＮＲ11Ｒ12であり；
　Ｒ17は、水素、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ

1-8アルキルであり；
　Ｒ18は、水素、Ｃ（Ｏ）（Ｃ1-8アルキル）、置換されていてもよいＣ6-10アリール、
または置換されていてもよいＣ1-8アルキルであり；
　Ｒ19は、水素、Ｃ（Ｏ）（Ｃ1-8アルキル）、置換されていてもよいＣ6-10アリール、
または置換されていてもよいＣ1-8アルキルであり；
　Ｒ20は、水素、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ

1-8アルキルであり；
　Ｒ21は、水素、置換されていてもよいＣ6-10アリール、または置換されていてもよいＣ

1-8アルキルであり；
　ｎは、１、２、３、４または５であり；
　ｍは、１、２、３、４または５である。
【請求項７】
　前記化合物は：
１－（４－ブロモフェニル）－３－［４－エチル－２，５－ジオキソ－４－（２－フェニ
ルエチル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－［４－エチル－２，５－ジオキソ－４－（プロパン－
２－イル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－（４，４－ジエチル－２，５－ジオキソイミダゾリジ
ン－１－イル）尿素；
１－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－３－（４，４－ジエチル－２，５－ジオキ
ソイミダゾリジン－１－イル）尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－（２，４－ジオキソ－１，３－ジアザスピロ［４．５
］デカ-3-イル）尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－［４－メチル－２，５－ジオキソ－４－（２－フェニ
ルエチル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
１－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－３－［４－エチル－２，５－ジオキソ－４
－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－［２，５－ジオキソ－４，４－ジ（プロパン－２－イ
ル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
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１－（４－ブロモフェニル）－３－（４，４－ジシクロプロピル－２，５－ジオキソイミ
ダゾリジン－１－イル）尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－［４－エチル－２，５－ジオキソ－４－（プロパン－
２－イル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
１－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－３－［４－エチル－２，５－ジオキソ－４
－（２－フェニルエチル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（フラン－２－イル）エチル］－４－メ
チル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（４－フルオロフェニル）エチル］－４
－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（３－フルオロフェニル）エチル］－４
－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（４－ヒドロキシフェニル）エチル］－
４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－メチル－２，５－ジオキソ－４－［２－（チオ
フェン－２－イル）エチル］イミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－３－｛４－［２－（４－ヒドロキシフェニ
ル）エチル］－４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－メチル－４－［２－（５－メチルフラン－２－
イル）エチル］－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－３－｛４－［２－（３－フルオロ－４－ヒ
ドロキシフェニル）エチル］－４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル
｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（３－フルオロ－４－ヒドロキシフェニ
ル）エチル］－４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－３－｛４－［２－（２－ヒドロキシフェニ
ル）エチル］－４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）－３－｛４－［２－（３－ヒドロキシフェニ
ル）エチル］－４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（３－ヒドロキシフェニル）エチル］－
４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（２－ヒドロキシフェニル）エチル］－
４－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；
１－（４－ブロモフェニル）－３－［４－（ヒドロキシメチル）－２，５－ジオキソ－４
－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
２－［１－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，５－ジオキソ－４
－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－４－イル］－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）
アセトアミド；
メチル２－［２－（１－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－エチ
ル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－４－イル）エチル］ベンゾアート；
２－［１－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，５－ジオキソ－４
－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－４－イル］－Ｎ－（１，３－ジヒドロキシプ
ロパン－２－イル）アセトアミド；
２－［２－（１－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－４－エチル－２
，５－ジオキソイミダゾリジン－４－イル）エチル］安息香酸；
２－［２－（１－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－
４－エチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－４－イル）エチル］安息香酸；
３－（｛［１－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，５－ジオキソ
－４－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－４－イル］アセチル｝アミノ）プロパン
酸；
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２－［１－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，５
－ジオキソ－４－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－４－イル］－Ｎ－（２－ヒド
ロキシエチル）アセトアミド；
２－｛２－［１－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，５－ジオキ
ソ－４－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－４－イル］エチル｝安息香酸；
ジエチル［２－（｛［１－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，５
－ジオキソ－４－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－４－イル］アセチル｝アミノ
）エチル］ホスホナート；
エチル３－｛［（４－ブロモフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２，４－ジオキソ－１
，３－ジアザスピロ［４．５］デカン－８－カルボキシラート；
１－（４－ブロモフェニル）－３－｛４－［２－（２－フルオロフェニル）エチル］－４
－メチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル｝尿素；および
３－（｛［１－｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）カルバモイル］アミノ｝－２
，５－ジオキソ－４－（プロパン－２－イル）イミダゾリジン－４－イル］アセチル｝ア
ミノ）プロパン酸から選択される、請求項６記載の医薬組成物。
【請求項８】
　下記から選択される化合物又はその製薬的に許容される塩を含む、眼炎症性疾患を治療
するための医薬組成物：
２－（｛［（４－クロロフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－フェニルプロパ
ン酸；
（２Ｓ）－２－（｛［（４－メトキシフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－フ
ェニルプロパン酸；
（２Ｓ）－３－フェニル－２－［（｛［４－（トリフルオロメチル）フェニル］アミノ｝
カルボニル）アミノ］プロパン酸；
（２Ｓ）－２－（｛［（３，４－ジクロロフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３
－フェニルプロパン酸；
（２Ｓ）－２－（｛［（４－ニトロフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－フェ
ニルプロパン酸；
３－フェニル－２－［（｛［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］アミノ｝カルボニ
ル）アミノ］プロパン酸；
２－（｛［（３，４－ジメトキシフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－フェニ
ルプロパン酸；
メチル２－（｛［（４－ヨードフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－フェニル
プロパノアート；
（２Ｓ）－２－（｛［（４－ブロモフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－フェ
ニルプロパン酸；
（２Ｒ）－２－（｛［（４－ブロモフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－フェ
ニルプロパン酸；
３－フェニル－２－｛［（ピリジン－３－イルアミノ）カルボニル］アミノ｝プロパン酸
；
（２Ｓ，３Ｓ）－２－（｛［（４－ブロモフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３
－メチルペンタン酸；
（２Ｓ）－（｛［（４－ブロモフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）（フェニル）酢
酸；
２－（｛［（４－ブロモフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－（１Ｈ－インド
ール－３－イル）プロパン酸；
（２Ｓ）－２－（｛［（４－ブロモフェニル）アミノ］カルボニル｝アミノ）－３－メチ
ルブタン酸；
（２Ｓ）－２－（｛［（４－ブロモ－２－フルオロフェニル）アミノ］カルボニル｝アミ
ノ）－３－メチルブタン酸；
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１－（４－クロロフェニル）－３－（２，４－ジオキソ－１，３－ジアザスピロ［４，５
］デカン－３－イル）尿素；
１－（４－クロロフェニル）－３－（４－エチル－４－メチル－２，５－ジオキソイミダ
ゾリジン－１－イル）尿素；
１－［４－メチル－２，５－ジオキソ－４－（２－フェニルエチル）イミダゾリジン－１
－イル］－３－フェニル尿素；
１－（８－メチル－２，４－ジオキソ－１，３－ジアザスピロ［４，５］デカン－３－イ
ル）－３－（ｐ－トリル）尿素；
１－（２－フルオロフェニル）－３－［４－メチル－２，５－ジオキソ－４－（２－フェ
ニルエチル）イミダゾリジン－１－イル］尿素；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（４，４－ジメチル－２，５－ジオキソイミダゾリジ
ン－１－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（４，４－ジエチル－２，５－ジオキソイミダゾリジ
ン－１－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（２，４－ジオキソ－１，３－ジアザスピロ［４．５
］デカ－３－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（２，５－ジオキソ－４，４－ジプロピルイミダゾリ
ジン－１－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（４－エチル－２，５－ジオキソ－４－フェニルイミ
ダゾリジン－１－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（４－シクロプロピル－４－メチル－２，５－ジオキ
ソイミダゾリジン－１－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（２，４－ジオキソ－１，３－ジアザスピロ［４．４
］ノナ－３－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（４－エチル－４－メチル－２，５－ジオキソイミダ
ゾリジン－１－イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－クロロフェニル）－２－（４，４－ジエチル－２，５－ジオキソイミダゾリジ
ン－１－イル）アセトアミド；
２－（４，４－ジエチル－２，５－ジオキソイミダゾリジン－１－イル）－Ｎ－（４－フ
ルオロフェニル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－［４－メチル－２，５－ジオキソ－４－（２－フェニ
ルエチル）イミダゾリジン－１－イル］アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－２－（２，４－ジオキソ－１，３－ジアザスピロ［４．６
］ウンデカ-3-イル）アセトアミド；
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－１，３，３ａ，４，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１，３－ジ
オキソ－４，７－メタノ－２Ｈ－イソインドール－２－アセトアミド；および
Ｎ－（４－ブロモフェニル）－１，３，３ａ，４，７，７ａ－ヘキサヒドロ－１，３－ジ
オキソ－２Ｈ－イソインドール－２－アセトアミド。
【請求項９】
　前記眼炎症性疾患は、ブドウ膜炎、ドライアイ、角膜炎、アレルギー性眼疾患、感染性
角膜炎、疱疹性角膜炎、角膜脈管形成、リンパ脈管新生、網膜炎、脈絡膜炎、急性多発性
小板状色素上皮症、ベーチェット病、術後角膜創傷治癒、萎縮型と滲出型加齢性黄斑変性
症（ＡＲＭＤ）から選択される、請求項１～８のいずれか１項に記載の医薬組成物。
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